令和６年度　小諸市社会福祉協議会事業計画（案）
【基本理念】
地域福祉を推進する団体として、「誰もがその人らしく安心して暮らすことが出来る地域社会」を地域住民と協働で創ります。

【基本方針】

基本理念に基づいて、以下の方針で事業を展開します。

1. 住民や地域団体との協働による地域福祉の推進
2. 地域ニーズに基づいた事業の展開
3. 住民主体のサービスの実施
4. 総合的な相談体制の整備

【主な事業方針】

1． 支え合う地域づくりの推進

（1） 支え合い体制の整備

区を単位とした支え合い活動を推進するために、地区担当者の機能を強化し、区福祉推進委員会の運営を支援します。また、区を越えた圏域での支え合い活動を推進するために、生活支援コーディネーターを中心に、地域生活課題を集約し、地域住民や各種団体、行政各課等と協働し、課題の解決に向けた取り組みを進めます。

（2） 多世代のつながり作りの推進
複合型中心拠点誘導施設「こもテラス」内にある「こもれび（高齢者福祉センター）」、「市民活動・ボランティアサポートセンター」、「ファミリーサポートセンター」の機能を活かし、多世代のつながり作りに取り組みます。
（3） 福祉分野以外との協働
従来の支え合い体制の維持に加えて、市民活動分野、商工観光分野、農林業分野等、福祉以外の分野との協働を進めることで、網の目の細かい支え合い体制の構築に取り組みます。
２．総合的な相談支援体制の強化

（1） 高齢者分野の相談支援体制の強化

地域包括支援センターでは、高齢者の総合相談窓口機能の一環として、複合的な課題を抱えた世帯への支援に関する旗振り役を積極的に担うことで、支援組織間の協働体制の構築に取り組みます。
（2） 障がい児・者分野の相談支援体制の強化
障がい児通所支援事業（放課後等デイサービス）は佐久圏域で受け皿整備が進んでおり、小諸市社協としては一定の役割を終えたことから、令和6年度末で閉鎖します。閉鎖に向けた調整は、利用児童生徒及びご家族の不安の軽減を最優先します。一方、佐久圏域で慢性的に不足している障がい福祉サービスに関する相談支援事業の体制強化を図ります。

（3） 生活困窮者分野の相談支援体制の強化
まいさぽ小諸では、世代や属性にとらわれず「生活者」としての困りごとに対して伴走型の支援を展開するとともに、「子どもの学習・生活支援事業」やプチバイトという福祉以外の切り口での多機関連携に取り組むことで、多様な支援の選択肢の提供ができるように取り組みます。地域包括支援センター同様、複合的な課題を抱えた世帯への支援に関する旗振り役を積極的に担うことで、支援組織間の協働体制の構築に取り組みます。

３．災害支援に関わる取り組みの強化
　長野県社会福祉協議会等と協働し、能登半島地震に関連した支援を継続します。また、災害ボランティアセンターの立ち上げ訓練の際には、災害に関する協定を締結した関係団体に参加いただき、平時からの連携を深め、災害発生時の役割分担の整理に取り組みます。
４．中期経営計画の策定

　第1期発展強化計画の最終年度にあたることから、これまでの取り組みを踏まえた次期計画（中期経営計画に名称変更）の策定に取り組み、中長期的な経営戦略の立案とガバナンスの強化に取り組みます。

